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環 境 技 術 委 員会 の お知 らせ(第363回)

令和元年11月20日(水)午 後1時 半 ～4時

参議院議員会館 地下1階 　 BlO5会 議室

千代 田区永 田町2-1-1

◆国会 議事 堂前駅(丸 の 内線 ・千代 田線)① 番 出 口よ り5分 、永 田町

駅(有 楽 町線 ・半蔵 門線)① 番 出 口よ り下車2分 。 当 日、午後1時

よ り、議 員会館 玄 関にて 、通行証を差 し上げます。その時刻前に到

着 された方は、恐縮です が、受付脇のロビーにてお待 ち下 さい。会

議開始後 にお越 しの方は、受付 にrB105会 議 室 に行 きた い」 旨

お伝 え下 され ば、お迎えに参 ります。

議 題1、 「環境 問題 につ いて 、昨今、想 うこと」

挨拶 坂本忠彦環境技術委員長

2、CO2を 原料 とす る プラスチ ックに ついて

解説 湯川英明CO2資 源化研 究所代 表取締 役社 長

3、 『環境 技術 関連 ニュースNO.184』

解 説 中島稔科 学技術 部会長

報 告 去 る10月23日 開催 の第362回 環境 技術委 員 会 は、坂 本 忠彦 環

境技術委員長が議長 を務め行われま した。まず、坂本委員長 よ り 「環

境問題について、昨今、想 うこと」 と題 して開会挨拶があ りま した。

台風15号 に続 き、 台風19号 が甚大 な被 害 をもた ら した。私 は建設

省時代 に治水事業に携わったが、ダムや堤防を作 る計画 を住民に説明

する と、 「そんな大雨が降 るはずがない。無駄だ。」な どと反対 され、

苦労 した。今回の台風によって、観測史上最多の雨量を更新 した地点

がかな りあった。想定外 とい う言葉は災害対策 には当てはま らない。

治水事業の大切 さを改めて痛感 した。また、洪水 によって木材やプラ

スチ ックが河 口に打ち上げられている。 これ らが海洋へ流出す ると、環境 に さ

らなる影響を与える。プラスチ ックの使用量 を減 らす とともに、分解す るプ ラ

スチ ックの開発 にも取 り組まねばな らない。

次に、清原淳平専務理事 より粕谷健一群馬大学大学院理工学府教授 の経歴紹

介があ りま した。次に、粕谷教授 より、『海洋 ごみ問題 に資す る生分解性プラス

チ ック』 について解説があ りま した。生分解性プラスチ ックは、 自然 に分解す

るプラスチ ックのことで、植物か ら作 るバイオマスプラスチ ックとは違 う。海

洋 ごみで最 も厄介 なのは漁網である。引き上げる魚の重みに耐えるため、強靭

に作 られてい るため、海洋投棄 され ると厄介だ。使用 中は強靭だが、使用後 は

直ちに分解する性質のプラスチ ックを研究 し、時限生分解性プラスチ ックに行

きついた。外部か らの刺激 により、分解する仕組みである。例えば、休眠微生

物を埋 め込み、分解 させたい ときに傷 をつけて微生物が外部 に露出す るこ とに

よって分解す るプラスチックがある。食品には使 えないが農業用プ ランターへ

の利用 を考えている。次 に、微生物は嫌気性が多い ことを利用 し、漁網が漂 っ

ている うちに海底 に沈み、酸素の少 ない海底 で分解 が始まる とい う仕組み を考

えてい る。 も う一つは、-60℃ で融解す る性質 を持 ったプ ラスチ ックを少量

埋 め込む。海洋 中にはこの性質のプラスチ ックを分解す る性質 を持った微 生物

が多いので、海洋に沈めば微生物がプ ラスチ ックをエサにして分解す るとい う

仕組みである。

次 に、中島稔科学技術部会長 より、『環境技術関連 ニュースNo.183』 の解 説

があ りま した。今 回は、○小積乱雲が増加す ると宇宙に熱 を逃 しにくくな り、

温暖化 の進行が早まるとい う研究結果。○国連 の気候行動サ ミットでは排 出量

1位 の 中国、3位 のイ ン ドは削減 の道 筋 を示 さず、2位 の米や 日本 は登壇 せず 。

○海水温が局地的に異常に高 くなる現象が海洋生物や漁業 に悪影響 を与えてい

る。○生分解性プラスチ ック100%の ボ トル 開発。OG20海 洋 プ ラ削減 技

術 で促進 で合 意 も中国は不参加。○気候変動によって土壌の水分吸収量も低下

か。な どの解説があ り、一同大いに勉強にな りました。
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